



















Veterans Tell Elite Colleges: ‘We Belong’
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―














































































































































































 （2013年 1 月11日号）
（Copyright 2013. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はリビー・サンダー氏である。
　今回の記事は前回の記事（「人生を変えた新復員兵援護法」大阪産業大学論集　人文・
社会科学編　16）の続編である。前回登場したロンは米政府の黄色いリボンプログラムを
利用して私立大学で学んだ。しかしこのようなケースは珍しく，ほとんどの復員兵は地元
の州立大学やコミュニティカレッジに進学するのである。今回登場するデイヴィッドは私
立大学の中でも難関のエリート大学であるブラウン大学に進学した。
　新復員兵援護法を利用して大学進学を果たした復員兵学生の数は80万人を超えている。
エリート大学も復員兵の受け入れを徐々に増やしている。中でも最も積極的に受け入れて
いるのがコロンビア大学である。エリート大学へ入学する復員兵が増えることは，将来大
学進学を考えている兵士たちに大きな希望を与えることになる。アメリカでは，やる気が
あって，大きな目標に向かって精進する者にはアメリカンドリームを手に入れるチャンス
があるといえよう。今後さらなるアメリカ政府と高等教育機関のふところの広さと柔軟性
に期待したい。
